
娚情己様式第7号)

ノ

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

所

名

名

株式会社むつみ

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

テイサービスセンター西目

電話番号

通所介護

メ

ICT導入支援事業用

ファーストケア・-1月21日導入予定
_i

ipad wi-Fi モデノレ・・・2 台 R4年1月26日

ノレ

使用状況

q吏用する業務

等)

く亜1》・リ (契約期間ーース

月)

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト名

介護保険業務ソフトファーストケア高齢者住宅版・通所版

相談員・・・基本情報、サービス計画書作成、実績管理、 LIFE

介護員・ーケア記録

看護師一・バイタノレ、ケア記録

事務・・・請求業務

使用頻度は事務員以外毎日使用。
事務に関しては、請求業務がメインの為、月末が主な使用となる

が、定期的に確認の為に起動している。

使用頻度

年

利用者数

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入なと

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

職員数

(常勤換算)

30

導入

25

(6.9)

年

・ケア記録等の紙媒体だったものをバイタル、食事、入浴、備考を

記載する用紙1枚にまとめ、紙の消費を抑えた。

・記録係を無くし、その分レクリエーションや介助に人員を害K事
が出来るようになった。

リーダー業務の介護員は休憩、時間に利用予定表を作成していた事
もあったが、デジタル化後はきちんと休憩を取る事が出来るように
なった。

情報の共有、時間短縮については、まだソフトの扱いに慣れていな
い職員も多く、職員によって差が出ている為、回数をこなして慣れ
てもらう他、研修も行っていきたい。

月 ノ.^

書

記
入
者



導入後の課題や次年度計画

の而寉認、等

ipad や介護ソフトの操作になかなか慣れる事の出来ない職員が数名

いる為、地道に研修を行い操作に慣れてもらう。

ソフト導入前は紙の使用を最終的に無くする事を考えていたが、朝

のバイタル測定や排淮記録は一度に多くの対応が求められる為、困

難と,思われる。

その為、今まで別々に記録していたバイタル測定、食事、入浴、水

分記録を1枚の用紙にまとめ、落ち着いたときにソフトに入力する
事になった。

ぢ肖世に関しては記録の頻度も高く、ソフトに入力するのが難しい場

合もあった為、こちらは継続して使用する予定。



偶嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

名

株式会社むつみ

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

あかり

電話番号

通所介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

q吏用する業務・使用頻度

等)

ファーストケア・・・1

ipad wi-Fi モデル

ル

く二1亟^,jース(契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト名

月21日導入予定

2 台 R4年1月26日

介護保険業務ソフト

利用者数

職員数

(常勤換算)

25

年

導入

18

(4.3)

・ペーパーレス化が体感でもわかる

・まだ操作に慣れておらず、確認作業まで含めるとデジタルの方が

記録に時間がかかっており、時問短縮の効果を感じられるところま

で至っていない

ファーストケア高齢者住宅版・通所版

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~ 年

・手書きに比べ記録が画一的で、利用者様の姿が記録から見えない。

・データとしては見やすいが、記録の人間的な部分が薄い。

・高齢の職員は拒否反応も強く、習得に時間を要す。

・手書きとデジタルの併用ができるといい。

・一時的に手書きメモし、まとめて入力する方が効率が良い業務もあ

る。また、習得に時問がかかる職員ほど手書きメモが多い。そのため、

手書きメモも記録としてスキャンして保存できれば、入力の手問が省

月)

書

記

入
者



ける。また、1CTに苦手意識や拒否反応のある人でも働くことができ、

人材確保につながる。

・都度のログインがわずらわしい



(呂嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

ビスの種類

名

一般社団法人鶴岡地区医師会

所属名

ケアプランセンターふきのとう

【事業所番号:0670700913】

職・氏名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

指定居宅介護支援事業所

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

製品名:ワイズマンすぐろくケアマネ(ソフトウェア)一式

fl'1改:2 f3'

製品名: canonTR153 モバイルプリンター(ポータブルキット含

む)

台台数:1

ル

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

リース(契約期間購

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト名(ワイズマンすぐろくケアマネシステ

ム)

アセスメント・ケアプラン作成、モニタリング記録、給付管理、支

援経過記録などの日々の業務で使用

利用者数

職員数

(常勤換算)

事業所内でしかできなかったシステムへの日々のデータ入力作業

を、利用者への訪問時問までの問や次の訪問までの空いた時問に行

うことができるようになった。また音声入力を使用することによっ

て外出先や狭い車内でも短い時間で容易に入力が可能となり、訪問

時にできてしまう隙問時問を有効に活用することができるように

なった。

さらに訪問時には、利用者や利用者家族の様々な要望や変更にその

場で対応できるため、帰社後の変更作業や再度利用者と連絡を取り

合う回数も軽減された。

220 人

6.7 人

年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~ 年

【導入後の課題】

・情報の取り扱い、情穀保護の研修が繰り返し必要

・タブレット、モバイルシステムへの抵抗感をなくし、職員によっ

て使用が偏ることがないよう活用を促す。

【次年度計画の確認】

0導入後(翌年) 1年目

記録業務の時問が短縮されると共に再訪問を削減する。

月)

書

記
入
者



02年目

記録業務の更なる改善が図られ、ケアマネジメントの質の向上に繋

げる。

03年目

事務処理、ケアマネジメント業務の効率化が図られ、時問外業務が

削減される。また、サービス向上と安定した事業所運営が図られる。



偶嘱己様式第7号)

1 事業内容

事業者名

事業所名

事業実績

介護サービスの種類

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

社会福祉法人友愛会

所属名

職・氏名

訪問介護サービスセンタ

【事業所番号:0671900405

電話番号

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

訪問介護、総合事業(介護保険)

メ

令和4年1月導入

・介護ソフト(ND ソフトほのぽのNEXTの一式) X新規2台分
・ノート PC X3台(保守費用の 1年分)

・セキュリティソフト X3

・PC設定費用 X3台

・デスクトップ2台よりノート PC2台(新規 1既存 1)への(ND ソ
フトほのぽのNEXT一式)ソフト移設費用
・ wi丘ノレーター X1台

ICT導入支援事業用

ノレ

使用状況

(使用する業務

等)

一南陽の里

4匝11^、リース(契約期間

導入効果

※導入によって得られた効
果に関するデータを客観的
な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

記録業務、情報共有業務、

つている介護ソフト名(

・日々の業務実績入力

・訪問介護計画書の作成
・モニタリング作成

利用者数

職員数

(常勤換算)

18人

フ.5

請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

ほのぼのNEXT

年

・朝の稼働から事業所へ 30.40分の移動時間のところを実績入力等に
当てることができ、そのため車両の燃料の削減になった。
・データ入力等のために事業所に戻ることが減り、一人当たりの訪問

件数を3~4件増やすことができた。

月~ 年 月)

書

記
入
者



導入後の課題や次年度計画

の確認等

・導入後の課題について

現在訪問介護サ責2名がモバイル機器の操作ができている。他の常勤
の職員も操作を習熟させていきたい。
・次年度効果について

現時点での利用者5名増は、達成できた。残業数に関しては手書きの
スケジューノレの見直しに取り組みたい。



偶情己様式第7号)

1 事業内容

事業者名

事業所名

事業実績

介護サービスの種類

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

社会福祉法人友愛会

所属名

居宅介護支援事業所くろさわ
【事業所番号:0670102037】

職・氏名

電話番号

居宅介護支援

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

メ

令和4年1月導入

.ノート PC Lenovo Thinkpad E14 Gen2

・ノートPC保守費用の1年分 X3台分
・デスクトップ3台よりノート PC3台への

式)ソフト移設費用

・セキュリティソフト X3 台分

ICT導入支援事業用

ノレ

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

導入効果

※導入によって得られた効
果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入なと

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

(契約期間入・リース

ケアプラン作成関連業務、要介護認定調査関連業務、記録業務、情報
共有業務、請求業務を一気通貰で行うことが可能となっている介護ソ
フト名(ほのぼのNE灯)

利用者数

職員数

(常勤換算)

・ケアプラン作成関連業務、要介護認定調査関連業務、毎日の記録業
務、情報共有業務、請求業務等に使用している。
・利用者宅で2回、 PCへ認定調査結果を入力した。

X3台

106.5 件

(ND ソフトほのぽの・ー

3

年

・令和4年3月より、居宅介護支援費Ⅱ一iが算定可能となり、職員1
名当たりの取り扱い件数が 45 件未満へ引きあげられた。明遅れ分
と予防支援分も含む)

月~

・認定調査に立会し、その場で認定調査を PC へ打ち込みし介護度の
見込みを利用者へ情報提供でき、業務の効率化が図れた。

年 月)

書

記
入
者



導入後の課題や次年度計画
の確認等

・環境によっては、テザリングが繋がりにくい。

・プリンターがないため、帳票の画面をお見せすることはできるもの

の、再度帳票を持参しなけれぱならない状況なので、次年度はモバイ

ノレプリンターを導入したい。



偶嘱獣兼式第7号)

ノ

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

者

所

導入し他製品名・機器名

導入時期及び台数

名

名

所属名

社会福祉法人尾花沢日社会福祉協議会

職・氏名

購入又はりースの別

※該当tる方に0を記入

尾花沢市社会福祉協議会訪問介護事業所

電話番号

メ

訪問介護

ICT導入支援事業用

ノレ

Care palette Home

令和 4年1月24日,

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

(匝11》、・リース(契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能

となっている介護ソフト名

(care palette Home/Nurse )

・常勤非常勤のへルパー12名、ソフトがはいった仕事用の携帯を

所有。各自が携帯で訪問予定を確認し訪問の記録を携帯に入力し

'て「し、そ)。

・サービス担当責任者は、毎日訪問指示内容をソフトに入力し、

ヘルパーは各自指示内容を確認して申し送りを記入している。

使用権パック5台分

利用者数

職員数

(常勤換算)

73

・特定事業所加算の必須である指示、報告がスムーズになった。訪

問したへルパーも指示に対する報告に費やす時間が以前に比べて

少なくなった。

・各自携帯で訪問予定を確認でき、訪問が抜けることがなくなっ

年

フ.5

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~

・りアノレタイムで情報共有できるので、ご家族やケアマネージャー

への連絡、ヘノレパー間の情報共有がスムーズになった。

・ヘノレパー全員への連絡が 1回で済むようになった。

年 月)

・自筆での記録から、携帯への入力になり読みやすくなったが、誤

入力、変換ミスがみられる。

・訪闇時に入力する箇所、急いで入力するために誤入力がみられる

ので、ヘノレパー全員での研修が必要。

書

記
入
者

業

ナ 0



暢情己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

名

所属名

株式会社 MSC

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

グノレープホーム燦燦

電話番号

(介護予防)地域密着型共同生活介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務

等)

ノレ

介護ソフト・ケア記録+すごろくタブレット2台一式購入

令和4年2月導入

くi亙1^、・リース(契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入なと

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

記録業務、情報共有業務、

なっている介護ソフト名

利用者数

日々の利用者の介護記録の業務

職員数

(常勤換算)

18

請求業務を一気通貫で行う

(介護ソフト・ケア記録

年

ケア記録業務がタブレット入力になり、従来の手作業による記録よ

り時間短縮・効率良く作業が出来、他のケアに時間を胃K ことが出

来るようになり、より良い介護に繋がる。

タブレット間でりアルタイムに利用者の情報を共有することが出

来、チームケアに役立っている。

14.フ

導入後の課題や次年度計画

の石寉認、等

月~ 年

ことが可能と

月)

すごろくのケア記録を活用し、業務日報やヒヤリハット

書の作成を実現していく。

ワイズマンど情報を共有しながら進めていく。

事故報告

書

記
入
者



暢嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ビスの種類

記

名

所属名

株式会社 MSC

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

デイサービス燦燦

電話番号

地域密着型通所介護

介護予防・日常生活紫煙総合事業通所型サービス

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務

等)

ノレ

介護ソフト・ケア記録十すごろくタブレット1台

令和4年2月導入

<1匝^)リース(契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入なと

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト名(介護ソフト・ケア記録

日々の利用者の介護記録の業務

利用者数

職員数

(常勤換算)

、

12

年

ケア記録業務がタブレット入力になり、従来の手作業による記録よ

り時間短縮・効率良く作業が出来、他のケアに時間を害K ことが出

来るようになり、より良い介護に繋がる 0

タブレット間でりアルタイムに利用者の情蛾を共有することが出

来、チームケアに役立っている。

5.8

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~ 年 月)

すごろくのケア記録を活用し、利用者家族への連絡帳、業務日報、

ヒヤリハット・事故報告書、配車記録を実現していく。

ワイズマンど情報を共有しながら進めていきたい。

書

入
者



偶嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

名

株式会社花はな

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記

入

職・氏名

訪問介護ステーション花はな

電話番号

ICT導入支援事

業用

訪問介護

メ

ND ソフトウェア Carepalette 令和 4年1月導入

ドコモ d・tabcompact8 台令和 3年12月導入

使用状況

(使用する業務・使用頻

度等)

ル

四)

導入効果

※導入によって得られ

た効果に関するデータ

を客観的な評価使用に

基づき示すこと(移動や

書類の記入など直接ケ

アに当たらない業務の

時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑に

なったなど)

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが

可能となっている介護ソフト名

(ND ソフトウェアほのぼの NEXT、 care palette)

使用頻度:毎日

リース(契約期間

利用者数

職員数

(常勤換算)

32 人

6.5

介護記録の記入時間の短縮につながった。

請求業務の転記作業の削減や写真を利用した情報共有の円

滑化に効果があった。

実績確認の押印作業の短縮、伝票類のファイリング時間の削

減により、個別計画等利用者のための書類作成時間が増加し

、-0

年 月~ 年

書

記
入
者



導入後の課題や次年度

計画の確認等

タブレットの操作方法に慣れていないため、記録に時間がか

かることが課題である。また、次年度はタブレットの習熟度

を上げて、より職員間での連携の向上を目指していきたい。



(呂嘱己様式第 7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績書

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名

導入時期及

名

名

株式会社ケアサービスつきみ

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

多機能ねずがせき

・機器名

び台数

電話番号

小規模多機能型居宅介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

介護ソフト・ケア記録十すごろくタブレット1台

令和 4年2月8日導入

ノレ

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

N亙1囚・リース(契約期間

記録業務、佶報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト名

(ワイズマンASP システムケア記録オプション)

記録業務・情報共有業務(毎日使用)

利用者数

職員数

(常勤換算)

21名

年

10.7 名

現在、導入したばかりで使いやすいようにレイアウト変更したり 、

定型文を作成したりする段階で、まだ効果を実感する段階には至っ

ていないが、使い方を話し合うことにより職員間のコミュニケーシ

ヨンが促進され情報共有が円滑になっている。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~ 年 月)

研修会の実施を重ね、全職員のICT技術の習熟を目指す。

記
入
者



偶1信己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ビスの種類

記

名

株式会社ケアサービスつきみ

所属名

賊入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

グノレープホームねずがせき

電話番号

認知症対応型共同生活介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務

等)

介護ソフト・ケア記録+すごろくタブレット2台

令和 4年2月8日導入

ノレ

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

雁三1因・リース(契約期問

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能ど

なっている介護ソフト名

(ワイズマンASPシステムケア記録オプション)

記録業務・情報共有業務(毎日使用)

利用者数

職員数

(常勤換算)

18名

年

14.7 名

現在、導入したばかりで使いやすいようレイアウト変更をしたり、

定型文を作成したりする準備段階で、まだ効果を実感する段階には

至っていないが、若い年齢層の職員からは事務作業時間が大幅に減

少したとの声が出始めている。

導入後の課題や次年度計画

の確認、等

月~ 年 月)

研修会の実施を重ね、全職員のICT技術の習熟を目指す。

書

入
者



偶1」記様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

記

名

有限会社青空介護サービス

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

青空つどいの家

電話番号

(介護予防)通所介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

q吏用する業務

等)

詣己入例】・介護ソフト名一式購入令和3年11月導入

ル

ワイズマン購入一式購入令和3年12月導入

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

N邑1^・リース(契約期間

使用頻度

記録業務、'情報共有業務、

なっている介護ソフト名

介護ソフトを利用し、ディサービスにおける利用者の日々の記録や

業務整理を現在行っている。

利用者数

職員数

(常勤換算)

30

請求業務を一気通貫で行うことが可能と

(ワイズマン)

年

11.65

今まで全て手書きだったものが、1CT になることにより、職員問や

ケアマネ、生活相談員などの情報共有が統一になり、記録の抜けや

漏れ、確認ミスなどが少なくなった。ただ、全体的に使い慣れてい

ない為、なかなか軌道にのるまでには時間がかかりそうである。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~ 年 月)

まずは、職員全体が、ソフトを使いこなせるまで時間を要する為、

職員の指導や質疑応答にすぐに対応できるよう、部署内に窓口を設

置し、対応する。今後のLIFEへの対応もなるべく早く行えるよう

に準備をしていく。

書

入
者



(別記様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

名

有限会社青空介護サービス

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

笑和感

電話番号

(介護予防)通所介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

q吏用する業務・使用頻度

等)

詣己入例】・介護ソフト名一式購入令和3年Ⅱ月導入

ル

ワイズマン購入一式購入令和3年12月導入

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

問の情報共有が円滑になっ

たなど)

N直1^・リース(契約期間

記録業務、情報共有業務、

なっている介護ソフト名

介護ソフトを利用し、ディサービスにおける利用者の日々の記録や

業務整理を現在行っている。

利用者数

職員数

(常勤換算)

28

請求業務を一気通貫で行うことが可能と

(ワイズマン)

年

14.15

今まで全て手書きだったものが、1CTになることにより、職員問や

ケアマネ、生活相談員などの情報共有が統一になり、記録の抜けや

漏れ、確認ミスなどが少なくなった。ただ、全体的に使い慣れてい

ない為、なかなか軌道にのるまでには時間がかかりそうである。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~ 年 月)

まずは、職員全体が、ソフトを使いこなせるまで時問を要する為、

職員の指導や質疑応答にすぐに対応できるよう、部署内に窓口を設

置し、対応する。今後のLIFEへの対応もなるべく早く行えるよう

に準備をしていく。

書

記
入
者



(別記様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

記

名

社会医療法人公徳会

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

グループホームぬくもりの家

電話番号

認知症対応型共同生活介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

q吏用する業務・使用頻度

等)

・ほのぼの介護ソフト2台一式購入令和4年3月導入

・ケアバレット2 台購入令和4年3月導入

ケアバレット連動型血圧計2台検温計2台 SP02機器2台購入

令和4年3月導入

ル

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時問が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

リース(契約期間購

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト名(ほのぼの介護ソフト)

介護記録、ケアプラン作成、情報共有業務、請求業務等で日常的に

使用する。

利用者数

職員数

(常勤換算)

18

年

15

備品が納品なったはかりで、まだ本格的に導入には至っておら

ず、今のところ効果は得られていない。転記作業をなくし、タブレッ

ト活用する事で情報共有し、業務の効率化、記録業務軽減していけ

れはと思う。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~ 年 月)

・スタッフ全員がタプレット操作方法を習得する。

・ LIFEデータを提出し、フィードバックの活用により入居者のケア

に反映させる。

・記録作業の軽減、業務の効率化、情報の共有を図る。

書

入
者



偶11盲己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

所属名

株式会社晄

ひかり居宅介護支援事業所

【事業所番号:067120064の

職・氏名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

居宅介護支援事業所

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

q吏用する業務

等)

【記入例】・介護ソフト名一式購入令和3年Ⅱ月導入

タブレット購入時期 12月24日購入 1台

ル

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するテータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

闇の情穀共有が円滑になっ

たなど)

購入(契約期間

リース(契約期間

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト名(「ケア樹」導入済み)

居宅介護支援事業所では、担当者会議、モニタリング訪問時にタブ

レットにて入力し、その場で書類を作成している

利用者数

職員数

(常勤換算)

令和 3年1 2月24日)

令和 3年12月~ 4年10月)

20

居宅介護支援事業所では、担当者会議、モニタリング訪問で会議内

容をメモして、事業所に戻ってから書類を作成していたが、タブレ

ツトを導入したことにより、会議等で書類を作成することが出来る

ので、事業所に戻ってから書類を作成する時間が無くなった。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

1

02年目

間接業務(移動・書類の記入など)時問の短縮

03年目

事業所内(職員間)の円滑な情報共有

書

記
入
者



偶嘔己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

所

名

名

所属名

株式会社晄

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

ティサービスひかり

【事業所番号:0671200624】

職・氏名

電話番号

地域密着型通所介護

メ

使用状況

q吏用する業務・使用頻度

等)

ICT導入支援事業用

【記入例】

タブレット

ル

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時問が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

介護ソフト名一式購入令和3年Ⅱ月導入

購入時期 12月中購入 1 台

購入・リース(契約期問

購入(契約期間令和3年1

リース(契約期問令和3年1

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト名(「ケア樹」導入済み)

施設内で、情報の確認の為に、日々の業務で使用している

利用者数

職員数

(常勤換算)

年

2月2

2月~

導入後の課題や次年度計画

の確認等

18

・職員にアンケートを実施し、業務の改善効率を調べた

アンケート用紙は別紙

月~

4日)

4年10月)

フ.4

年

02年目

間接業務(移動・書類の記入など)時間の短縮

03年目

事業所内(職員問)の円滑な情報共有

月)

書

記
入
者



娚嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ビスの種類

名

社会福祉法人みのり福祉会ヂ

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

所属名

特別養護老人ホームソラーナ

【事業所番号:0673000311

職・氏名

電話番号

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

介護老人福祉施設

メ

ICT導入支援事業用

Wi・Fi新設工事一式(wi・Fi環境整備)

・アクセスポイント26台、ハブ 8台ノレーター 1 台

※製品名等詳細呂1絲氏「請求書」のとおり。

令和4年1月~2月機器設定~配線・設置工事~最終確認

ノレ

導入効果

※導入によって得られた

効果に関するデータを客

観的な評価使用に基づき

示すこと(移動や書類の記

入など直接ケアに当たら

ない業務の時間が短縮さ

れた、職員間の情報共有が

円滑になったなど)

購 リース(契約期間

記録業務Υ情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名( ND ソフトウェアほのぽのNEXT )

・ wi・Fi新設工事一式(wi・Fi環境整備)を行った。

・インカムの試行を計画。

利用者数

職員数

(常勤換算)

疋貝

80名

・wi'Fi環境整備により、今後の介護機器導入や新しい面会方法導入、

人居者のアクティビティへの活削などの可能性が拡がった。

年

導入後の課題や次年度計

画の確認等

42.5 人

月~

【課題】

・ wi・Fi 環境を基にした介護機器の開発は目覚ましいものがあるた

め、優先乢酬立をつけ、より現状に合った介護機器を導入してぃく必要

がある。

【次年度計画等】

・当初計画では、導入翌年(1年別に介護記録システムの見直し、

タブレット等導入の検討、新しい介護記録システムの導入(操作方法

の習得など)を計画している。

・状況に応じて、 wi・Fi環境整備を活用した①新しい面会方法導入、

②介護機器 q列えぱ、見守り機器やナースコールなど)導入を検討

試行するなど、必要なものを見極める必要がある。

年 月)

書

記
入
者



暢嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ビスの種類

名

医療法人社団緑愛会

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

湖山ケアサービス高堂

電話番号

小規模多機能型居宅介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務

等)

ワイズマンすぐろく

タブレット(ipad)

ノート PC

ノレ

(契約期間購入・リース

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

記録業務、情報共有業務、

なっている介護ソフト名

・記録業務/毎日

・請求業務/毎月

一式購入

4台

1台

利用者数

令和4年3月導入

令和4年3月導入

令和4年1月導入

職員数

(常勤換算)

29

請求業務を一気通貫で行うことが可能と

(ワイズマンASPシステム)

年

12

・バイタノレ値の電子記録への入力により、複数の帳票への転記の必

要がなく、記録業務の減に繋がる。

導入後の課題や次年度計画

の確言忍等

月~

・居室での介助後、直ぐのタブレット打ち込みによりステーション

での記録作業の必要がなく、移動時間の軽減も図れる

年 月)

【課題】

・職員の電子機器操作の習得

脂十画】

・1年目:記録時間の短縮

・2年目以降:ペーパーレスによるコストダウン

・LIFE等への情報提供の効率化

書

記
入
者



偶嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ビスの種類

名

医療法人社団緑愛会

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

湖山ケアサービス山形

電話番号

看護小規模多機能型居宅介護

メ

IC丁導入支援事業用

使用状況

(使用する業務

等)

ワイズマンすぐろく

タブレット(ipad)

ノート PC

ノレ

購入・リース (契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

記録業務>清報共有業務、

なっている介護ソフト名

・記録業務ノ毎日

・請求業務/毎月

一式購入

4台

1台

利用者数

令和4年3月導入

令和4年3月導入

令和4年1月導入

職員数

(常勤換算)

29

請求業務を一気通貫で行うことが可能と

(ワイズマンASPシステム)

年

12

・バイタノレ値の電子記録への入力により、複数の帳票への転記の必

要がなく、記録業務の減に繋がる。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~

・居室での介助後、直ぐのタブレット打ち込みによりステーション

での記録作業の必要がなく、移動時間の軽減も図れる

年 月)

【課題】

・職員の電子機器操作の習得

脂十画】

・1年目:記録時間の短縮

・2年目以降:ペーパーレスによるコストダウン

・LIFE等への情報提供の効率化

書

記
入
者

業



偶嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ビスの種類

名

医療法人社団緑愛会

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

湖山ケアサービス米沢

電話番号

看護小規模多機能型居宅介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

q吏用する業務

等)

ワイズマンすぐろく

タブレット(ipad)

ノート PC

ノレ

購入・リース (契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

記録業務、情報共有業務、

なっている介護ソフト名

・記録業務/毎日

・請求業務/毎月

一式購入

【課題】

・職員の電子機器操作の習得

覇十画】

・1年目:記録時間の短縮

・2年目以降:ペーパーレスによるコストダウン

・LIFE等への情報提供の効率化

利用者数

令和4年3月導入

令和4年3月導入

令和4年1月導入

職員数

(常勤換算)

29

詰求業務を一気通貫で行うことが可能と

(ワイズマンASPシステム)

年

13

・バイタノレ値の電子記録への入力により、複数の帳票への転記の必

要がなく、記録業務の減に繋がる。

導入後の課題や次年度計画

の石寉言忍等

月~

・居室での介助後、直ぐのタブレット打ち込みによりステーション

での記録作業の必要がなく、移動時間の軽減も図れる

年 月)

書

記
入
者

台
台

4

1



暢嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ビスの種類

名

医療法人社団緑愛会

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

湖山病院ケアプランセンター

電話番号

居宅介護支援事業所

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務

等)

ワイズマンすぐろく

タブレット(ipad)

ノート PC

ノレ

(契約期間購入・リース

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入なと

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

記録業務、佶報共有業務、請求業務を一気通貫で行うととが可能と

なっている介護ソフト名(ワイズマンASPシステム)

・プラン作成関連、記録業務/毎日

・請求業務ノ毎月

一式購入

3台

1台

利用者数

令和4年3月導入

令和4年3月導入

令和4年1月導入

職員数

(常勤換算)

年

2.87

導入後の課題や次年度計画

の確認等

・モニタリングの際の、入力作業の迅速化

・記録作業をその場で出来る効率性

・他職種への佶報共有の円滑化

月~ 年 月)

【課題】

・職員の電子機器操作の習得

藷十画】

・1年目:手書き作業から電子入力作業への移行による時間短縮

・2年目以降:ペーパーレスによるコストダウン

・LIFE等への情報提供の効率化

書

記
入
者



賜嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ビスの種類

名

医療法人社団緑愛会

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

グノレープホーム友結

電話番号

認知症対応型共同生活介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務

等)

ワイズマンすぐろく

タブレット(ipad)

ノート PC

ノレ

購入・リース (契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客槻的

な評価使用に基づき示すと

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

記録業務、情報共有業務、

なっている介護ソフト名

・記録業務ノ毎日

・請求業務/毎月

一式購入

利用者数

令和4年3月導入

令和4年3月導入

令和4年1月導入(※対象外)

職員数

(常勤換算)

18

請求業務を一気通貫で行うことが可能と

(ワイズマンASPシステム)

年

11.2

・バイタノレ値の電子記録への入力により、複数の帳票への転記の老、

要がなく、記録業務の減に繋がる。

導入後の課題や次年度計画

のる寉言忍等

月~

・居室での介助後、直ぐのタブレット打ち込みによりステーション

での記録作業の必、要がなく、移動時間の軽減も図れる

年 月)

【課題】

・職員の電子機器操作の習得

詣+画】

・1年目:記録時間の短縮

・2年目以降:ペーパーレスによるコストダウン

・LIFE等への情報提供の効率化

書

記
入
者

台
台

5
 
1



(男嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ビスの種類

記

名

医療法人社団緑愛会

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

グノレープホーム香紅の里

電話番号

認知症対応型共同生活介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務

等)

ワイズマンすぐろく

タブレット(ipad)

ノート PC

ノレ

購入・リース (契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入なと

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の佶報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

記録業務、倩報共有業務、

なっている介護ソフト名

・記録業務/毎日

一式購入

利用者数

令和4年3月導入

令和4年3月導入

令和4年1月導入(※対象外)

請求業務/毎月

職員数

(常勤換算)

18

請求業務を一気通貫で行うことが可能と

(ワイズマンASPシステム)

13

・バイタノレ値の電子記録への入力により、複数の帳票への転記の必

要がなく、記録業務の減に繋がる。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~

・居室での介助後、直ぐのタブレット打ち込みによりステーション

での記録作業の必、要がなく、移動時間の軽減も図れる

年 月)

【課題】

・職員の電子機器操作の習得

n+画】

・1年目:記録時間の短縮

・2年目以降:ペーパーレスによるコストダウン

・LIFE等への情報提供の効率化

書

入
者

台
台

5
 
1

年



娚嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

名

ビスの種類

記

名

医療法人社団緑愛会

所属名

導入した製品名

導入時期及

介護老人保健施設かがやきの丘、.
ーロ. tゞ琴【事業所番号:0飾2680000】ぐジ

職・氏名

電話番号

介護老人保健施設

通所りノ＼ビリテーション

メ

ICT導入支援事業用

・機器名

び台数

・ワイズマン 1DC介護老人保健施設管理システム

IDCデイサービス管理システム

IDC在宅ケアマネジメントシステム

IDC受託業務オプション

IDC施設ケアマネジメント支援システム

IDC料金合算システム

※令和4年1月導入

・フォートラン糸合食管理システム

栄養ケアマネジメントシステム

※令和 4年2月導入(※フォートランシステムは対象外)

ノレ

購入又はりースの別

、.※該当する方に0を記入

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

利用者数

購入リース(契約期闇

職員数

(常勤換算)

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入なと

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

聞の情報共有が円滑になっ

たなど)

記録業務、佶報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト名( ワイズマン)

・既に導入済みの介護ソフト「ワイズマン」を追加で導入し、現在

は、請求業務及びLIFEへの情報提出を実施している。介護記

録のデータ入力など毎日使用している。

・既に導入済みの給食管理・栄養マネジメントソフト「フォートラ

ンJ を追加で導入し、記録、計画書作成、 LIFEへの情報提出

を毎日行っている。

200 名

165.6 名

1

年 月~

請求や記録業務などが効率よく実施できるようになった。

特にLIFEへの情報提出について、データ連動により、打ち込、

み回数の減少やデータチェックの効率化が図られた。

年 月)

書

台
台
台
台
台
台

5
 
1

入
者

ー
ー

1

台
台

ー
ー



導入後の課題や次年度計画

の確認等

新たな加算の算定に向けて、活用方法の検討が必要。

今後、紙面ではなく介護記録の電子化を検討していく。



暢嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

業実績

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ビスの種類

名

医療法人社団緑愛会

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

居宅支援事業所香紅の里

電話番号

居宅介護支援事業所

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

q吏用する業務

等)

ワイズマンすぐろく

タブレット 6Pad)

ノート PC

ノレ

(契約期間購入・リース

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト名(ワイズマンASPシステム)

・プラン作成関連、記録業務/毎日

・請求業務ノ毎月

一式購入

利用者数

令和4年3月導入

令和4年3月導入

令和4年1月導入(※対象外)

職員数

(常勤換算)

18

年

2.87

導入後の課題や次年度計画

の確認等

・モニタリングの際の、入力作業の迅速化

・記録作業をその場で出来る効率性

・他職種への情報共有の円滑化

月~ 年 月)

【課題】

・職員の電子機器操作の習得

藷十画】

・1年目:手書き作業から電子入力作業への移行による時間短縮

・2年目以降:ペーパーレスによるコストダウン

・LIFE等への情報提供の効率化

介護サ

書事

記
入
者

台
台

3
 
1



暢婚己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

導入した製品名

導入時期及

名

ビスの種類

名

株式会社べにぱな福祉会

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

ヘノレノくーステーションのど力、

・機器名

び台数

電話番号

訪問介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

q吏用する業務・使用頻度

等)

ほのぼのNEXTケア総合記録システムー式購入

ipadpr0 2 台令和 3年12月購入

ノレ

導入効果
ノ'、t

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入なと

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

購入リース (契約期間

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(ほのぽのNEXT)

現在、訪問介護のサービス記録は、職員の記入による記録を行ってい

る。職員一人当たり50分程度での時問を要しております。ほのぼ.の

ソフトの導入を行い、日常の記録業務を電子入力することにより、記、

録業務の時間を軽減し、実運用はまだ行ってませんが、職員一人当た

り35分程度まで軽減させたい目的があります。

利用者数

職員数

(常勤換算)

40

介護記録の電子入力を導入し、操作方法などの研修、効果の確認。

利用者の情報の共有を効果的に行う。

カルテ記入の時間が削減され、その分、利用者との関わりの時間が増

えたり、職員の有給休暇の取得しやすい環境を目標にする。

職員が利用者との関わりの時間が増えることで、きめ細かなサービス

が提供でき、利用者の満足度も向上する。

年

10

(8.6)

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~ 年

介護記録の電子入力を導入し、操作方法の習得し、記録に係る業務時

間の短縮を図る。利用者の情報の共有を迅速且つ、効果的に行います。

業務時間の削減を目指し、課題である職員の有給休暇の取得率向上を

目指します。

利用者との関わりの時間を多く確保し、サービスの質向上と、利用者

の満足度の向上を目指します。

月)

書

記
入
者



偶1信己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

導入した製品名

導入時期及

名

ビスの種類

名

株式会社べにぱな福祉会

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

テイサービス歩夢

・機器名

び台数

電話番号

訪問介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務

等)

ほのぼのNEXTケア総合記録システムー式購入

ipadpr0 3 台令和 3年12月購入

ノレ

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入なと

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

匝1ヲ・ リース(契約期間

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(ほのぼのNEXT)

現在、通所介護のサービス記録は、職員の記入による記録を行ってぃ

る。職員一人当たり60分程度での時間を要しております。ほのぼの

ソフトの導入を行い、日常の記録業務を電子入力することにより、記

録業務の時間を軽減し、実運用はまだ行ってませんが、職員一人当た

り40分程度まで軽減させたい目的があります。

利用者数

職員数

(常勤換算)

45

介護記録の電子入力を導入し、操作方法などの研修、効果の確認。

利用者の情報の共有を効果的に行う。

カルテ記入の時間が削減され、その分、利用者との関わりの時間が増

えたり、職員の有給休暇の取得しやすい環境を目標にする。

職員が利用者との関わりの時間が増えることで、きめ細かなサービス

が提供でき、利用者の満足度も向上する。

年

16

(13)

導入後の課題や次年度計画

の確認等

月~ 年

介護記録の電子入力を導入し、操作方法の習得し、記録に係る業務時

間の短縮を図る。利用者の情報の共有を迅速且つ、効果的に行います。

業務時問の削減を目指し、課題である職員の有給休暇の取得率向上を

目指します。

利用者との関わりの時間を多く確保し、サービスの質向上と、利用者

の満足度の向上を目指します。

月)

書

記
入
者



偶嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

記

名

社会福祉法人敬寿会

所属名

訪問看護りハビリステーション敬寿園

【事業所番号:0660190257】

職・氏名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

訪問看護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

ほのぼの NEXT 一式購入4台、 iphone3台、 ipad4台、モバイル

PC4台、セキュリティソフトー式購入

ル

趣ID リース(契約期問

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するテータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(ほのぼの NEXT ・iBOW)

利用者宅訪問時、毎回使用

訪問記録、予定表、各種計画書等の作成など。

利用者数

職員数

(実人数)

101名

利用者宅での訪問記録ができることで、事務所に戻ってから記録する

という手問が省け、時間を有効に活用することができている。書類の

管理を電子化することで、書類が減少し、業務効率化が図れる。訪問

先でも、利用者記録にアクセスできるため、体調の変化や前回の訪問

状況など必要な情報をスムーズに取得でき、サービス提供に活かすこ

とができている。

年

1 2名

月~ 年 月)

書

入
者



導入後の課題や次年度計画

の確認等

職員の習熟度により、得られる効果は異なると考えられる。効果の増

大を図るために勉強会や研修等を行い、システムの理解度の水準を引

き上げ、より業務・時間効率化を図っていきたい。



偶嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ビスの種類

名

社会福祉法人かたぱみ会

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

特別養護老人ホームかたぱみ荘

電話番号

介護老人福祉施設

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

ワイズマン「すぐろくタブレット」 4ライセンス(4台)

ワイズマン介護老人福祉施設管理システム「ケア記録オプション」

1 ライセンス(1キー)

ノレ

@1D リース(契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名【ワイズマン介護老人福祉施設管理システム】

・バイタルサイン、排池、食事等実施後の実績及びケア記録を援助

終了ビとに実施。

・機能訓練指導員が各りハビリ終了後、その都度実施記録を入力。

利用者数

職員数

(常勤換算)

・各利用者のバイタルサイン数値、食事・水分摂取の有無や量、排池

回数や量など、今まではメモ用紙に一度手書きでチェックしてか

ら、ディスクトップパソコンへ入力を行っていたが、タブレットヘ

直接入力しデータを共有するころで、記録業務の短縮ができた。

・短縮された時間を利用して、利用者へ関わる機会を増やせた。

・記録ソフトのライセンスキーが増えることで、職員の記録入力機会

が増え、結果、業務の効率化が図れた。

80

年

令和4年2月25日導入

導入後の課題や次年度計画

の確認等

46.フ

月~ 年

・導入直後でもあり、機器の操作方法に不安を持っ職員もいるため、

マニュアル等を活用し、使用方法の周知を図っていく。

・更なる業務の短縮を図り、利用者のサービス向上にっなげてぃく。

・タブレットならではの活用方法(画像・動画の活用、インターネッ

トを利用した余暇活動の充実等)を検討、実行していく。

月)

書

記
入
者



暢1信己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

所

名

名

社会福祉法人かたぱみ会

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

ショートステイサービスかたぱみ荘

電話番号

短期入所生活介護

メ

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

ICT導入支援事業用

・ワイズマン「すぐろくタブレット」

ノレ

@1D リース(契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うととが可能とな

つている介護ソフト名【ワイズマン介護老人福祉施設管理システム】

・バイタルサイン、排池、食事等実施後の実績及びケア記録を援助

終了ごとに実施。

・入所、退所時の情報共有。

利用者数

職員数

(常勤換算)

1 ライセンス(1台)

・各利用者のバイタルサイン数値、食事・水分摂取の有無や量、排池

回数や量など、今までは、メモ用紙に一度手書きでチェックしてか

ら、ディスクトップパソコンへ入力を行っていたが、タブレットヘ

直接入力しデータを共有するとろで、記録業務の短縮ができた。

・短縮された時間を利用して、利用者へ関わる機会を増やせた。

・入退所時の状況が、りアルタイムで職員間共有が可能となった。

年

令和4年2月25日導入

10

導入後の課題や次年度計画

の確認等

4.8

月~ 年

・導入直後でもあり、機器の操作方法に不安を持っ職員もいるため、

マニュアル等を活用し、使用方法の周知を図っていく。

・更なる業務の短縮を図り、利用者のサービス向上にっなげてぃく。

・タブレットならではの活用方法(画像・動画の活用、インターネッ

トを利用した余暇活動の充実等)を検討、実行していく。

月)

書

記
入
者



(呂嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

名

社会福祉法人かたぱみ会

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

在宅介護支援センターかたばみ荘

電話番号

居宅介護支援

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務

等)

・ワイズマン「すぐろく

・ポケット WiFi 装置

ノレ

@1D リース(契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入なと

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うととが可能とな

つている介護ソフト名

【ワイズマン在宅ケアマネジメント支援システム】

ケアマネ」

1台

利用者数

タブレットとポケット WiFiを訪問先に持参し、ケアプランやサー

ビス提供内容等の変更をその都度行っている。

1 ライセンス(1台)

職員数

(常勤換算)

・ケアマネジメント支援システムをタブレットとして、訪問先に持参

し、状況によっては計画やサービス提供内容を、その場で変更し、

利用者・家族との情報共有が可能となった。また、その変更内容や

相談記録を施設に戻ってから改めて入力する必要がなくなり、業務

時間の短縮も図れた。

117

令和4年2月25日導入

年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

3.4

月~ 年

・導入直後でもあり、機器の操作方法に不安を持っ職員もいるため、

マニュアル等を活用し、使用方法の周知を図っていく。

・更なる業務の効率化を図り、利用者の円滑なケアマネジメントを行

うことで、サービスの質の向上につなげていく。

・タブレットならではの活用方法(画像・動画、アプリの活用、)を

検討、実行していく。

・速やかなサービス提供による利用者、家族の満足度等を調査する。

月)

書

記
入
者



(号嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

名

社会福祉法人かたぱみ会

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

デイサービスセンターかたばみ荘

電話番号

地域密着型通所介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

q吏用する業務

等)

ワイズマン「すぐろくタブレット」

ル

購入・ リース(契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

記録業務、情帳共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名【ワイズマ.ンデイサービス管理システム】

バイタルサイン、排池、食事等実施後の実績及びケア記録を援助

終了ごとに実施。

入所、退所時の職員間の情報共有。

利用者数

職員・数

(常勤換算)

1 ライセンス(1台)

・各利用者のバイタルサイン数値、食事・水分摂取の有無や量、排池

回数や量、余暇活動内容等、今までは、メモ用紙等に一度手書きで

チェックしてから、ディスクトップパソコンへ入力を行っていた

が、タブレットへ直接入力しデータを共有するころで、記録業務の

短縮ができた。

・短縮された時間を利用して、利用者へ関わる機会を増やせた。

・入退所時の状況が、りアルタイムで職員間共有が可能となった。

年

18

令和 4年2月25日導入

導入後の課題や次年度計画

の確認等

5

月~ 年

・導入直後でもあり、機器の操作方法に不安を持つ職員もいるため、

マニュアル等を活用し、使用方法の周知を図っていく。

・更なる業務の短縮を図り、利用者のサービス向上につなげていく。

・利用者家族への状態報告手段として活用の幅を拡大していく。

・タブレットならではの活用方法(画像・動画の活用、インターネッ

トを利用した余暇活動の充実等)を検討、実行していく。

月)

書

記
入
者



(呂嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

所

名

名

社会福祉法人かたぱみ会

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

多機能施設かたぱみ荘

電話番号

小規模多機能型居宅介護

メ

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

ICT導入支援事業用

・ワイズマン「すぐろくタブレット」

・無線アクセスポイント 1

ノレ

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

@1D リース(契約期間

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名【ワイズマン小規模多機能システム】

・wiFi環境整備による、施設内各所でのデータ入力を実施。

'バイタルサイン、排池、食事等実施後の実績及びケア記録を援助
終了ごとに実施。

・利用開始、終了時の情報共有。

登録者数

職員数

(常勤換算)

1 ライセンス(1台)

各利用者のバイタルサイン数値、食事・水分摂取の有無や量、排池
回数や量など、今までは、メモ用紙に一度手書きでチェックしてか

ら、ディスクトップパソコンへ入力を行っていたが、タブレットヘ

直接入力しデータを共有するころで、記録業務の短縮ができた。

短縮された時間を利用して、利用者へ関わる機会を増やせた。

利用開始、終了時の状況がりアルタイムでの共有が可能となった。
施設内のWiFi環境を整備したことで、援助中の記録入力やタブレ

ツトの有効活用ができた。

29名以下

年

令和4年2月25日導入

導入後の課題や次年度計画

の確認等

11.3

月~

.

年

導入直後でもあり、機器の操作方法に不安を持っ職員もいるため、
マニュアノレ等を活用し、使用方法の周知を図っていく。

'更なる業務の短縮を図り、利用者のサービス向上にっなげてぃく。
'タブレツトならではの活用方法(画像・動画の活用、インターネッ

トを利用した余暇活動の充実等)を検討、実行してぃく。

月)

書

記
入
者

台



暢嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

名

社会福祉法人かたぱみ会

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

養護老人ホーム・特定施設かたぱみの家

電話番号

特定入所者生活介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

q吏用する業務

等)

・東経福祉見聞録

ノレ

購入・ リース(契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

記録業務、情報共有業務、

つている介護ソフト名

携帯端末用アプリ「見るツチⅣ」

4 ライセンス(4 台)

令和4年2月25日導入

・バイタルサイン、排池、食事、余暇活動等の実施後の実績及びケア

記録を援助終了ごとに実施。

利用者数

職員数

(常勤換算)

請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

【東経福祉見聞録システム】

各入所者のバイタルサイン数値、食事・水分摂取の有無や量、排池

回数や量、余暇活動、相談援助など、今まではメモ用紙に一度手書

きでチェックしてから、ディスクトップパソコンへ入力を行ってぃ

たが、その場でタブレットへ直接入力しデータを共有することで、

記録業務の短縮ができた。

短縮された時間を利用して、入所者へ関わる機会を増やせた。

15

年

導入後の課題や次年度計画

の確言忍等

11.3

月~ 年

・導入直後でもあり、機器の操作方法に不安を持っ職員もいるため、

マニュアル等を活用し、使用方法の周知を図っていく。

更なる業務の短縮を図り、入所者のサービス向上にっなげてぃく。

・タブレットならではの活用方法(画像・動画の活用、インターネッ

トを利用した余暇活動の充実等)を検討、実行していく。

月)

書

記
入
者



暢情酎美式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

名

特定非営利活動法人ドリーム・ポイント

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

短期入所生活介護施設ネスト

電話番号

単独型ニニット型短期生活(1)

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

q吏用する業務

等)

NEXT carepale犹e (voicefunmobile)接続ライセンス使用権パ

ツク、ipad・赤外線体温計・血圧計各2台。令和4年2月導入。

ノレ

購入・ース(契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

使用頻度

ステイ

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能と

なっている介護ソフト名(ほのぼのNEXT)

日々のバイタル測定やケア記録の入力業務に使用。

利用者数

職員数

(常勤換算)

55

年

20

導入後の課題や次年度計画

のる寉言忍等

バイタル等を測定し記録したものを入力するなどの作業が、

Carepalette や連動する測定機器を導入したことにより簡素化さ

れ、直接ケアに当たらない業務時間が短縮された。

月~ 年 月)

現場のスタッフがipadの操作に慣れるまで時間を要する。

紙ベースで記録したものを入力する業務等が軽減される。

情報の共有化が円滑になり時間外業務等が削減される。

スタッフが利用者と係る時間が増え信頼関係がより深くなる。

書

記
入
者



暢リ記様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

株式会社ケアネット徳洲会

所属名

グノレープホームふきのとう

【事業所番号:06711004"

職・氏名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

認知症対応型共同生活介護

メ

使用状況

(使用する業務

等)

ICT導入支援事業用

詣己入例】・介護ソフト名

・ブノレーオーシャンノート

・ wi・Fiノレーター 1台

令和4年3月導入

ノレ

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

くj亙^),リース(契約期間

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(ブノレーオーシャンノート・キャンビノレネオ)

一式購入

一式

使用する業務:介護記録の記入、書類の作成、請求等

使用頻度:毎日

利用者数

職員数

(常勤換算)

令和3年Ⅱ月導入

タブレット端末の使用により、職員間のりアルタイムでの迅速な情報

共有が可能となった。

タブレット端末での入力により転記作業がなくなり、またタッチ操作

での入力により業務時間の短縮が図られた。

多くの帳票をシステム上で作成・管理できるようになり、 word や

Exce1等で別に印刷・作成する業務時間の短縮が図られた。

18

導入後の課題や次年度計画

の確認等

年

14

月~ 年

職員により操作習得の進捗に差が生じているため、習得レベルが高い

職員から低い職員への伝達等により、施設内で同じレベルでの業務効

率化を目指したい。

月)

書

記
入
者



暢リ記様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

名

導入した製品名

導入時期及

名

株式会社ケアネット徳洲会

所属名

スマイノレ・ガーデンふきのとう

【事業所番号:0671100741

職・氏名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

・機器名

び台数

電話番号

特定施設入居者生活介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務

等)

詣己入例】・介護ソフト名

・ブノレーオーシャンノート

・ wi・Fi工事一式

令和4年3月導入

ノレ

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

くj西^)・リース(契約期間

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(ブノレーオーシャンノート・キャンビノレネオ)

一式購入

一式

使用する業務:介護記録の記入、書類の作成、請求等

使用頻度:毎日

利用者数

職員数

(常勤換算)

令和3年Ⅱ月導入

40

タブレット端末の使用により、職員問のりアルタイムでの迅速な情報

共有が可能となった。

タブレット端末での入力により転記作業がなくなり、またタッチ操作

での入力により業務時間の短縮が図られた。

多くの帳票をシステム上で作成・管理できるようになり、 word や

Exce1等で別に印刷・作成する業務時間の短縮が図られた。

年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

23

月~ 年 月)

職員により操作習得の進捗に差が生じているため、習得レベルが高い

職員から低い職員への伝達等により、施設内で同じレベルでの業務効

率化を目指したい。

書

記
入
者



娚嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

株式会社ケアネット徳洲会

所属名

スマイノレコー

【事業所番号

職・氏名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

特定施設入居者生活介護

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務

等)

ト清住

0670103407

詣己入例】・介護ソフト名

・プンレーオーシャンノート

・ wi・Fi工事一式

令和4年3月導入

ノレ

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

<1西^、・リース(契約期間

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能とな

つている介護ソフト名(ブノレーオーシャンノート・キャンビノレネオ)

一式購入

・一式

使用する業務:介護記録の記入、書類の作成、請求等

使用頻度:毎日

利用者数

職員数

(常勤換算)

令和3年Ⅱ月導入

86

タブレット端末の使用により、職員間のりアルタイムでの迅速な情報

共有が可能となった。

タブレット端末での入力により転記作業がなくなり、またタッチ操作

での入力により業務時間の短縮が図られた。

多くの帳票をシステム上で作成・管理できるようになり、 word や

Exce1等で別に印刷・作成する業務時間の短縮が図られた。

年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

38

月~ 年 月)

職員により操作習得の進捗に差が生じているため、習得レベルが高い

職員から低い職員への伝達等により、施設内で同じレベルでの業務効

率化を目指したい。

書

記
入
者



偶嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

ビスの種類

名

一般財団山形市健康福祉医療事業団

所属名

介護老人保健施設サニーヒル山寺

[事業所番号:06501800371

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

電話番号

鄭河艇修咽介護老人保健施設

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

①ワイズマン 1DC老健管理・ケア記録・栄養ケアマネジメント・医

師記録支援システム、すごろくT北let 一式ライセンス購入

②無線LAN環境の整備に必要な機器及び設定

①令和4年3月導入、②令和4年2月導入

ノレ

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

E再1^・リース (契約期間

ワイズマン 1DC老健管理・ケア記録・栄養ケアマネジメント・医師

記録支援システム、すごろく Tablet 一式ライセンス購'入し導入さ

れているが、タブレット端末(補助金対象外)の納品の目途が立って

おらず、電子記録への移行はまだ行われていない。現在マスタ情報の

作成を行っている。

利用者数

職員数

(常勤換算)

使用状況に記載の通り、必要な製品の納品が遅れているため電子記録

への移行は行われていないが、システムやタブレッ Nこ慣れると、転

記作業の削減や音声入力等活用した書類作成時間、書類・記録の省力

化、システムによる情報共有、多職種の連携強化促進などが期待され

る。

100

年

導入後の課題や次年度計画

の而寉認、等

50.0

月~ 年

タブレットの操作に慣れることやシステムの仕組みを理解し活用で

きるよう取り組む。またそのことにより以下の効果が期待できる。

0導入後(翌年) 1年目記録時間と作業の削減。

間接業務削減による利用者対応の充実。02年目

職員間の円滑な情報共有。03年目

月)

書

記
入
者



娚嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

導入した製品名

導入時期及

名

ビスの種類

名

一般財団山形市健康福祉医療事業団

所属名

介護老人保健施設サニーヒル山寺

1事業所番号:0650玲00371

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

・機器名

び台数

電話番号

通所りハビリテーション

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

ノレ

ワイズマン 1DC老健管理・ケア記録・栄養ケアマネジメント・医師

記録支援システム、すごろくTab]et 一式ライセンス購入

令和4年2月導入

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入なと

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

匪1因 リース(契約期間

ワイズマン 1DC老健管理・ケア記録・栄養ケアマネジメント・医師

記録支援システム、すごろく T北let 一式ライセンス購入し導入さ

れているが、タブレット端末(補助金対象外)の納品の目途が立って

おらず、電子記録への移行はまだ行われていない。現在マスタ情報の

作成を行っている。

利用者数

職員数

(常勤換算)

使用状況に記載の通り、必要な製品の納品が遅れているため電子記録

への移行は行われていないが、システムやタブレットに慣れると、転

記作業の削減や音声入力等活用した書類作成時間、書類・記録の省力

化、システムによる情報共有、多職種の連携強化促進などが期待され

る。

年

30

導入後の課題や次年度計画

の確認等

18.2

月~ 年

タブレットの操作に慣れることやシステムの仕組みを理解し活用で

きるよう取り組む。またそのことにより以下の効果が期待できる。

0導入後(翌年)1年目記録時間と作業の削減。

間接業務削減による利用者対応の充実。02年目

03年目 職員間の円滑な情報共有。

月)

書

記
入
者



賜嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サ

業

者

所

名

導入した製品名

導入時期及

ビスの種類

名

一般財団山形市健康福祉医療事業団

所属名

指定居宅介護支援事業所サニーヒル山1
[事業所番号.0670100155]

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

・機器名

び台数

電話番号

居宅介護支援

メ

ICT導入支援事業用

使用状況

q吏用する業務

等)

ノレ

ワイズマン 1DC在宅ケアマネジメント支援システム、受託業務オプ

ション、すごろくケアマネー式ライセンス購入令和4年2月導入

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

匪1囚・リ (契約期間ース

使用頻度

ワイズマン 1DC在宅ケアマネジメント支援システム、受託業務オプ

ション、すごろくケアマネー式ライセンス購入し導入されている

が、タブレット端末(補助金対象外)の納品の目途が立っておらず、

導入前と同様の業務環境である。

利用者数

職員数

(常勤換算)

年

55

使用状況に記載の通り、タブレット端末の納品が遅れているため新た

な取り組みは行われていないが、タブレット操作に慣れると、転記作

業の削減や音声入力等活用した書類作成時闇、書類・記録の省力化、

システムによる情報共有、多職種の連携強化促進などが期待される。

導入後の課題や次年度計画

の確認等

3.2

月~ 年

タブレットの操作に慣れることやシステムの仕組みを理解し活用で

きるよう取り組む。またそのことにより以下の効果が期待できる。

0導入後(翌年)1年目転記作業及び訪問に要する時間の削減。

間接業務削減による利用者対応の充実。02年目

03年目 他事業所との円滑な情報共有。

月)

書

記
入
者



偶リ記様式第7号)

1 事業内容

事

事

業

事業実績

介護サービスの種類

業

者

導入した製品名

導入時期及

所

名

所属名

名

職、'氏名

有限会社モリヤオート

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

リハビリ訪問看護ステーションみどり

【事業所番号:066079004田

・機器名

び台数

メ

訪問看護

ノレ

ICT導入支援事業用

記録業務/情報共有業務

訪問看護業務支援システム「Net4UNURSE」一式

令和 4年3月17日導入

購入・リース

※記録及び情報共有業務に使用予定で手配した iP加が、半導体部品供給

不足の影郷で、 3月入荷が間に合わない状況となりました。幸い、 Not4U

刈RSE訪問看護システムに関しては、3月入荷に間に合ったので、手配中

の ipad の代わりに「社内で使用していない ipod1台を暫定機器」として

記録及び情報共有業務用に使用(利用者宅でのバイタル等)する事で、本

来の「記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫」が可能となりま

した。

使用状況

(使用する業務

等)

(契約期間

利用者数

職員数

(常勤換算)

使用頻度

記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で行うことが可能となっ

ている介護ソフト名

・記録業務/情報共有業務

訪問看護業務支援システム「Net4UNURSE」一式

・請求業務:けあ蔵介護請求サービス

0使用頻度:365日毎日、 24時間。請求業務は月末月初必要時

0使用する業務

・訪問看護記録

・利用者の情報共有

(職員間、主治医、医療機関、介護支援専門員、家族などの関係者)

・業務連絡、利用者の引継ぎ

・介護支援専門員からの情報の共有

・看護記録より実績の取り込みを行い請求業務まで行う

(Net4U システムに保存された CSV ファイルを使用し、

けあ蔵請求サービスで請求を行う)

年

47

11

(6.42)

月~ 年 月)

/
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入
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導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時間が短縮された、職員

間の情報共有が円滑になっ

たなど)

※記録及び情報共有業務用に手配した ipadが入荷しなかった為、社内で

使用いていない ipad 1台を使用して、本 I CT事業を進めております。

但し、本来5台予定に対して 1台と少なく全ての利用者様に対応できな

い状況の為、手配中の ipad5台入荷後は、速やかに全利用者様に使用で

きる様に、全ての職員が早急、に操作方法等をマスターして、記録及び情

報共有業務に対応できる様に準備します。

令和 4年3月17日より本システムを導入。

・今まで重複していた記録作成と報告書作成が一本化されたことで、事

務作業の負担は怪減し記録内容は充実しました。

・所長への訪問・業務報告は今まで事務所に戻り口頭で行っていたが、

導入後は報告が一本化され、蝦告のために事務所に戻る必要がなくな

り、移動や報告業務の短縮、直行直帰などが可能となった。また、所長

は職員の訪問・業務内容をタイムリーに把握することが出来きるように

なり、職員管理が充実しました。

導入後の課題や次年度計画

の耐露忍等

0導入後(翌年) 1年伺の達成すべき目標

・月に 1度社内研修を設け、全職員のICT移行に伴う技術・知識の

習得を目指す。

・既存の亟複した紀録業務と恬報伝達作業の削減及び簡略化による

業務負担の軽減。


